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第 5 図 
ベクトルは
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その伝播経路も過去の WN2 型の MSSW 発生事
例、特に MSSW09 と共通して西半球側からみら
れていた。しかしながら MSSW18 期間前半には、
上部成層圏での波束伝播が MSSW09 に比べて 
弱く、昇温は緩慢であった。ここではその原因に
ついて考察する。第 9 図には、2018 年 2 月 10～
12 日および 2009 年 1 月 18～20 日平均の上部















ここで再び 2018 年 2 月 10-12 日における
3D-flux-W_z の分布（第 9 図 a、c、e および g）を
詳しくみてみる。まず下部成層圏の 120°W 付近
に 着 目 す る と （ 第 9 図 e 、 g ） 、 50hPa で は
3D-flux-W_z の最大値が 30 × 10−2 kg m−1 s−2
なのに対して、30hPa では 25 × 10−2 kg m−1 s−2 
に減少している。同領域における東西波数３以
上の小スケールな波の位相は弱い東傾となって
いる（第 10 図 c）。更に上部成層圏では、60°W
付近に明瞭な 3D-flux-W_z の減衰が見られ（第
9 図 a、c）、同領域では小スケールな波は等価順
圧的となっている。一方 2009 年 1 月 18-20 日の
事例では（第 9 図 b、d、f および h、第 10 図 b、d）、
3D-flux-W_z の減衰が少なく、小スケールな波の
位相の明瞭な西傾が上部成層圏で特に明瞭に
みられ、2018 年 2 月の事例とは対照的である。
結果的に 5hPa における 2018 年 2 月 10-12 日の
3D-flux-W_z の最大値は 2009 年 1 月 18-20 日
のおよそ半分程度となった。 
 南半球成層圏において、東西波数 4～7 のい
わゆる中間規模波動と呼ばれる波動の存在は
1970 年代から指摘されてきた(Kao et al. 1970; 
Randel and Stanford 1985; Miles and Grose 
1986)。北半球成層圏においても中間規模波動
の存在は以前から指摘され、解析されてきたもの









 2018 年 2 月に発生した WN2 型の MSSW 事例、






































































2 月 10-12 日、右列は
ただしランチョスフィルターを施した風南北成分（
2、(c)、(d)は東西






































































WN2 型の MSSW 事例とも一致しており、アラスカ
付近の対流圏上層のリッジから波束が射出され
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